


ʕはじめに、ਢ之部会長にこれまでの振りฦりを
お聞かせください。
ਢ之部さん：２年間、真っさらなところから始めて、
初回、２回目と回を重ねる中で内容が充実したと
感じており、集客数も満足のいくものとなりました。
100周年の今回で終わりではなく、この先の継続
開催を目指して検討を進めています。今は、100
周年を終えての総括というより、ステップアップの
ための振り返りだと思っています。製作委員会の
メンバーが素晴らしく、それぞれのチームに役割
を安心して任せられたので、会長としての大変さ
は、あまり感じませんでした。

ʕカンファレンスを創り上͛るまでのプロセスや、
やり਱͛た実ײをお聞かせください。
三浦さん：Colors,Future!Summitは、川崎市のブ
ランドメッセージ「Colors,Future!いろいろって、
未来。」が意味する「多様性は可能性」を可視化・具
現化するまちづくりイベントです。「多様性」を成長
戦略の核に据え、イノベーションを生みだすには？
という想いから、産官学民連携の組織づくりと、イ
ノベーションの要件である「アイデア」（0→1）と「実
装」（1→100）を大切にするプロジェクトづくりの
場を構想し、取り組んできました。川崎だからチャ
レンジしたい！というアントレプレナーが集う場を
意識して、2024年のテーマは「はじめるを、はじめ
よう！」としました。また、新しくはじめることも重
要ですが、そのチャレンジがスケールし、社会の価
値観を変え、大きな投資機会を創出するまでの社

会実装が最も重要になります。将来像として、そう
した一連の取組をリード・フォローできるイベント
のあり方を模索していきたいです。

ઍ原さん：NTT東日本チームは、カンファレンスの
テーマ決めや撮影・映像配信などの技術的な部分
を担いました。テーマ決めでは、未来に向けて川崎
市が必要としているものは何かをとにかく考えて、
案は20くらいあげましたが、ほとんどがボツになり
ました(笑)。また、テーマのねらいを実現するための
登壇者選定や、伝えたいメッセージについても繰り
返し練りました。担当セッションのテーマは、結果と
して「子育て支援」となり、弊社としても子育て世代
の活躍に重きを置いており、その辺りのメッセージ
も含めて伝えられたことは良かったです。
長ᖒさん：私は、３会場からYouTubeへの映像配
信やカンファレンス動画のアーカイブ化を担当し
ました。会場に来られない方にイベントの盛り上が
りをいかに伝えられるかと視聴者に飽きさせない
アングルにはこだわりました。川崎市のような大都
市の100周年事業のアーカイブ映像制作に携わる
ことは大きなやりがいで、社員のモチベーションも
高かったですね。
塩沢さん：カンファレンステーマは、来場者が楽し
めて、そして川崎の魅力も伝えられるよう、いろい
ろな角度から考えました。共創で取り組んだこの
プロジェクトでは、それぞれの立場を考えた調整
が本当に難しかったですが、プロジェクトをきっか
けとした出会いとつながりは、非常に価値あるもの

でした。これまで、どうしても行政視点になりがち
でしたが、民間企業のメンバーはビジネス視点で
考えており、とても勉強になりました。「共創」して
ひとつの事業を創ることができたのは、それぞれ
のメンバーが果たした役割を掛け合わせた成果だ
と思っています。

ʕย岡副会長からも、「Colors,Future!Summit	
2024」のײ૝をお聞かせください。
ย岡さん：事業成功の指標には、集客と黒字化の
達成の2つの観点がありますが、今回は両方とも
達成できたと考えています。イベントの認知度を
上げていくには、年数を積み重ねることも重要な
要素なので、2023年から始まったこのイベントで
一定の来場者数と収支を達成するのはとてもハー
ドでした。広報面では「Colors,Future!Summit 
2024」だけではなく、「みんなの川崎祭」「川崎夜
市」「かわむすのおんがえし」という同時開催イベン
トを「秋の４大イベント 川崎愛 遊びつくす ３日
間」として一体的に見せていく広報を企画しました。
この一体的な広報は「Colors,Future!Summit 
2024」が代表して担い、各イベントと連絡調整し
ながらタブロイド紙などを作り上げました。色々と
大変なこともありましたが、４イベントの連携で
ターゲット層が幅広になり、波及効果をより高め
ることができました。

ʕタブロイド紙づくりには大มۤ࿑されたͦうで
すが、いかがでしたか。
矢ヶ崎さん：同時開催した４つのイベントは、それ
ぞれ規模が大きく、かつ、かなり特徴的なイベント
で主催者の思いも強く、それをタブロイド紙にどう
まとめていくかという点は苦労しました。また、原
稿の締切が迫る中での４イベント分の進捗管理に
も骨が折れました。
荻本さん：４イベントを表現するキャッチコピーを
考えるだけでも関係者全員に案を出してもらい決
定するまで１カ月以上かけて議論しました。それぞ
れの主催者の思いを汲み取り、ひとつにまとめて
発信していく作業の難易度は相当高かったです。

また、キービジュアルは未来を感じられるデザイン
となるよう、イラストレーターの選考にもこだわり
ました。このタブロイド紙には全ページ、テキストの
１文字までこだわり抜いた思いが詰まっています。

ʕ協ࢍ（スポンサー）セールスの手応えをお聞かせ
ください。
藤さん：2023年の開催から協賛いただいていࠤ
た企業に引き続き協賛していただけたのが大き
かったですね。また、今回からJTBとTopKnock、
フロンティアダイレクトの3社がタッグを組み、そ
れぞれのアセットを活用したセールスも効果的で
した。
小林さん：市内には、すでに100周年記念事業に
協賛している企業が多かったので、市外企業にも
お声がけしました。「Colors,Future!Summit 
2024」の思いが多くの方に伝わり、市外企業から
も協賛を得られたことは大きかったですし、川崎
市の100周年を広く市外に認知してもらうことに
もつながったと思います。ラゾーナで開催したフェ
スティバル会場にはたくさんの方が来場し、協賛
価値に大変満足したとの声も協賛企業からいただ
けました。

ʕ「食」をテーマにしたフェスティバルの੒果を
お聞かせください。
野尻さん：テーマが決まるまでは相当苦労しました
が、テーマが「食」に決まってからは、あらゆること
が一気に動き出しました。コンセプトを「未来を感
じさせる食」としていたため、ヴィーガンや大豆ミー

ト、宇宙食といった少し先の未来の食を扱う企業
をピックアップし、声がけしました。その中で、卵を
使わないマヨネーズを扱う事業者、プラントベース
のお肉を扱う事業者、カフェ事業者の３社を掛け合
わせて未来を感じるハンバーガーを開発すること
ができました。100周年記念事業は「共創」がテー
マですので、これを実現できた意義は大きかったと
思います。また、２つの音楽大学が川崎にある特性
を活かして「音楽」と「飲み物」をかけ合わせたカク
テルメニューを考案したのも楽しかったですね。

ʕलҳな会場設営・会場運営だったとお聞きしました。
大河原さん：各チームが企画制作したコンテンツ
を、当日の会場で実体化するのが私たち会場設営
部隊です。夏過ぎからようやくイベントの全体像が
見えてきて、ものごとが動き出してきました。2024
年は、できることはすべてやりつくしたという満足
感があります。イベント当日、雨が降り続く屋外会
場でも、綿密なシミュレーションに基づいて実施を
判断し、多くの方に用意してきたコンテンツを提供
できたことは本当によかったです。他イベントとの
当日の運営上の連携は、次回開催では、より一層
効果的なものにしていきたいと思っています。

ʕ࠷後に、川崎市の荻本さん、副会長のย岡さん、
会長のਢ之部さんから一ͣݴつおئいします。
荻本さん：業種も得意な分野も多種多様なメン
バーが強い思いを持って集まりながら、チームのた
めにできることに精一杯取り組んできました。どん
なことでも自分事として、一緒に考えてくれたこと

が大きかったです。例えば「こんなことができたら
いいね、やりたいね」という発想を投げかけたとき
に、全員が「どうしたらできる？」「やってみましょ
う！」と言ってくれるメンバーでした。市だけではで
きないことも、プロが集まったこの良いチームだか
ら実現できたと思います。

ย岡さん：製作委員会に、年齢も職業も住んでい
るところもバラバラな人たちが集まり、そこで一つ
のものを創る「共創」の形ができました。これだけ
の企業、人数が集まるとうまく嚙み合わないケース
も多いですが、力を生かせる場をつくり、それぞれ
が決まった枠の中で自由に動ける力を研ぎ澄ませ、
みんなの力がうまく掛け合わさったのだと思いま
す。この「共創」の形を100周年以降も、継続・発展
させていくことが、川崎のよりよい未来につながっ
ていくのだと思います。これから川崎がどう発展し
ていくのかがとても楽しみです。
ਢ之部さん：アクションを構想するカンファレンス
イベントが世の中に少ない中で、100周年の川崎
から未来に向けた発信をしたことはとても強い
メッセージになると思いました。カンファレンスを
軸に、川崎から日本に留まらず、世界に向けた発信
ができるのではないかとも思います。川崎のまち
も、こうしたイベントをキーにいろいろなアクショ
ンを連動させる流れになっていけば、すごく面白い
のではないでしょうか。製作委員会の運営に関し
ては、主体性あるメンバーたちにほとんどを任せま
した。とにかくメンバーの動きやすさを一番に考え
ることに力を入れ、皆さんには持てる力を出し切っ
てもらえたと思っています。

「Colors,Future!Summit 2024」を企画運営した「フェス＆カンファレンス
製作委員会」は、それぞれの強みを持つバラエティあふれる６社と100周年
実行委員会で構成されるチームです。２回目の開催となった2024年は、「フェス
ティバルチーム」「カンファレンスチーム」「広報チーム」「セールスチーム」の
４チームを編成し、100周年記念事業の核となる「Colors,Future!Summit 
2024」の開催に全力を注ぎました。未来に向けて「あたらしい川崎」を生み
出すチャレンジに取り組んだ製作委員会のメンバーに話を伺いました。

「フェス＆カンファレンス
製作委員会」座談会
新しいアクションを構想するカンファレンスと

フェスティバルから未来をつくる
ー未来の川崎がここからはじまる

須之部為師さん

大河原正行さん

片岡慎之輔さん

千原史也さん 長澤健さん

三浦宗丈さん

小林英人さん

矢ヶ崎翔子さん

佐藤達郎さん

荻本直輝さん

塩沢楓さん

野尻浩之さん

株式会社ホリプロ：
須之部為師さん（製作委員会会長）、
大河原正行さん
株式会社TopKnock：
片岡慎之輔さん（製作委員会副会長）
東日本電信電࿩株式会社	神奈川事業部
（NTT東日本）：
千原史也さん、長澤健さん
株式会社E7ERY	DAY	IS	THE	DAY：
三浦宗丈さん
株式会社フロンティアダイレクト：
小林英人さん、矢ヶ崎翔子さん
株式会社JTB	川崎支店：
佐藤達郎さん
川崎市市制100周年記念事業・
全国都市緑化かわさきフェア
実行委員会（川崎市）：
荻本直輝さん、塩沢楓さん、
野尻浩之さん

座談会参加者
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神輿展示

稲毛公園

ポレポレリズム
ドラムサークル

霧に舞う
100のツツジ
づくり

みんなでつくる川崎市史
プロジェクトPRコーナー／

公共施設の未来を考えるブース

本と服の
物々交換マルシェ

ピクニックゾーン

みんかわ
ARアート

コ
ン
テ
ナ
ス
テ
ー
ジ

国
道
15
号

チョーク
お絵かきゾーン

ソーシャルグッドマルシェ

みんなのスポーツ

川崎うまいもの市

リング
ステージ

川崎うまいもの市

「これからの100年」へとつながる
未来の技術を体験

廃材を再利用して
制作した会場アート

やさちぃき
のひろば

かわさき
いろいろ５・７・５

プラネタリウム

かわさき
Movie&Meetup

（復元棟203会議室）

東
田
商
店
街

川崎市役所本庁舎

アーバン
ステージ みんなの舞台

みんなの
アーバンスポーツ

南庁舎

フードトラック

芝生ごろごろゾーン

フードトラック

はたらくくるまパーク３×３コート
（バスケコート）

ロングテーブル

かわさきFM
出張スタジオ
かわさきFM
出張スタジオ

銀
座
街

銀
柳
街

川崎DICE

神輿展示

廃バス移動美術館廃材を再利用して
制作した会場アート

京
急
本
線

JR川崎駅

「みんなの川崎祭」は、道路などの公共
空間を活用して、にぎわいを創出する市
制100周年のチャレンジ。将来的な公共
空間の効果的・持続的活用を目指して
実施しました。
市役所通りの片側3車線を歩行者空間
とした2023年のプレ開催から、市制
100周年の本番は規模を拡大！ 市役所
通りの両側6車線約500ｍを歩行者空
間とし、川崎で活躍するプレイヤーによ
る音楽・スポーツのステージや体験、飲
食スペース、サステナブルな取組や
アート展示など、川崎の魅力をあふれん
ばかりに詰め込み、約11万人が来場。
多くの方に川崎を「知って、関わって、
好きになっていただく」1日となりました。

●市役所通り会場
●川崎市役所本庁舎・南庁舎
●稲毛公園
●ラゾーナ川崎プラザ ルーファ広場

bonvoyage株式会社（中原区）	 ୅表औక役	 和ઘ直人さん
チーフプロデューサー	ઍ༿ݑ子さん

ステージでは音楽ライブ
や和太鼓、チアダンスな
ど、川崎で活躍するグ
ループが多彩なパフォー
マンスを披露しました。

ブレイキン、ダブルダッチなど、川崎の若
者文化を代表する大迫力のパフォーマン
スが披露され、多くの観客を沸かせました。

2023年にプレイベントとして初開催し、2024年には規模を拡大して開催した「みんなの川崎祭（通称：みんかわ）」を
２年連続でプロデュースしたのはbonvoyage(株)（中原区）。建築プロデュースを生かした地域コミュニティづくりを
得意とし、市内で行われる多くのイベントに携わる同社の和泉さん、千葉さんに「みんかわ」への思いを伺いました。

■ 「価値ある資源」をたくさんの人に届けたい
「掲げた理念は『Thank you いままでの100年、Hello これからの100年』。先人に感謝しつつ、これからの100年
を見据えたイベントにしたいと考えました」と話すのは代表取締役の和泉直人さん。川崎の価値ある資源を多くの
人に体験してもらい、「シビックプライド醸成につなげる」という思いを具現化させました。
12人のプロジェクトマネージャーをまとめたチーフプロデューサー・千葉憲子さんは「2回目となる2024年の開催
では、より広い空間で多くの人々に楽しんでもらえ、1回目を上回る出来になりました。当日は記憶がないくらい
忙しかったけど、終わってみたらすごく良いイベントになったと思います」と振り返ります。来場者アンケートでは、
90%以上の方から、「今後も続けてほしい」と回答をいただきました。
公共空間を活用し、従来のイベントに付加価値をつけたプロジェクトの挑戦はこれからも続きます。

歌好き、演奏好きが集まった
「みんなのセッション」は、事
前練習なしの一度限りの舞台。
川崎ゆかりの名曲を素敵な音
色で奏でました。

捨てられてしまう服を再利
用した衣装を身にまとい、道
路上のランウェイを歩いた
「ソーシャルグッドファッ
ションショー」。
福田市長をはじめ、川崎にゆ
かりのあるパフォーマーが
モデルとして登場しました。

「3×3コート」では、
親子バスケや車い
すバスケ体験会が
行われました。

会場に出張したか
わさきFMのラジオ
スタジオから、イベ
ントの様子を実況
生中継しました。

美味しい食事をみんなで楽し
む「50ｍロングテーブル」。
キッチンカーも多数出展♪

古着交換コーナーや、「古
着回収BOX」ごみや資源
物を分別する「リサイク
ルステーション」の設置
など、サステナブルな取組
を推進しました。

過去に感謝し、未来へ進む

市役所本庁舎前の交差点にリ
ングを設置！
プロレスの試
合や音楽ラ
イブで観客
を魅了しま
した。

トラックがおしゃれなステージに変身した
「コンテナステージ」

たくさんの子どもたちが盛り
上げてくれてうれしかったです！

出演者からひと言
！

たくさんの方々にブレイキンを
体験していただき光栄でした！

市役所通りのド真ん中！
晴天の下でプロレスの
試合を披露しました！
いつもより高く飛んで
る!? 観客の皆さまから
も熱い声援を数多くい
ただきました！

GOOD FOOTさん
ブレイキン

かんばらけんたさん
車いすダンサー

出演者からひと言
！

HEAT-UPさん
プロレス団体
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市制100周年を迎えた2024年11月、溝口駅前キラリデッキに音楽やダンスなどを
「見て・感じて・楽しめる」地域の憩いのスペースとなる「キラリデッキステージ」が完成。
　元JUDY AND MARY（バンドグループ）の五十嵐公太さんの発案で立ち上がった「ここから
未来プロジェクト推進協議会準備会」が、本ステージやイベントの企画運営を担い、11月9日
(土)には、市制100周年とステージの完成を祝うこけら落としイベントを開催しました。

11月9日のこけら落としイベントでは、五十嵐さん、高橋高津区長、青木川崎
市議会議長、大島高津全町内会連合会会長によるテープカットに続き、キッズ
ダンスチームや洗足学園音楽大学の学生による音楽ステージなど、地元に
ゆかりのある14組の出演者がオープニングを飾りました。出演者の皆さんから
は「開放的なステージで歌ったり、踊ったりできて気持ち良かった」、「たくさんの
方に見てもらえて楽しかった」などの声をいただきました。

市制100周年の記念すべき節目に設置したキラリデッキステージ
は、多くの方の協力があって完成した「みんなのステージ」です。プ
ロもアマチュアも関係なく、多くの方に楽しいやドキドキをこのス
テージで体験して欲しいと思っています。溝口駅前キラリデッキか
ら始まる新しいチャレンジ。皆さんと一緒にこのステージが「まち
への誇りや愛着」のランドマークになるよう取り組んでいきます。
応援よろしくお願いします♪

ここから未来プロジェクト推進協議会準備会
会長 宮野知成（左）　副会長 水越大輔（右）

誰もが音楽やダンスを表現できる
温かみのある木製ステージ

ここから未来
プロジェクト
公式ＨＰ

川崎市は脱炭素戦略（かわさきカーボンゼロチャ
レンジ2050）のもと、「脱炭素アクションみぞの
くち」や「川崎市脱炭素ライフスタイル行動変容
促進プロジェクト」など、さまざまなCO2削減の
取組に挑戦しています。これからも、市民や事業
者の皆さまと環境について一緒に考え、行動しな
がら、環境に良いアクションを行うことをより身近
に感じられる事業を実施し、サステナブルな川崎
市を創造していきたいと考えています。

かわさき脱炭素プロジェクト　ワークショップに参加したメンバー

　「かわさき脱炭素プロジェクト」は、一人一人が自発的に環境に良いア
クションを起こす文化や新しいライフスタイルの形成を目指し、100周年
を機に立ち上がったプロジェクトです。
　その先行的取組として、“ 自分らしく環境に良い宅配受け取りのライフ
スタイル”の普及・行動変容に向けた、オープン型宅配便ロッカー（PUDO）
の利用促進により、宅配再配達を減らし、CO2排出量の削減を目指す取組を実施しました。完成したステージは木の温もりが感じられる木

製のステージ。音楽ライブなどのイベントを開
催するほか、普段の日は、ダンス・音楽の練習、
文化芸術の発信、座ってひなたぼっこができる
憩いの場など、利用のしかたは多種多様。地元の
方々に親しまれる、
新たな溝口のランド
マークとなることを
目指しています。

主要駅構内、商業施設、区
役所、ヤマト運輸営業所
などの宅配便ロッカーに、
再配達による地球環境問
題や物流問題を楽しく知
ることができるラッピン
グを行い、宅配便ロッ
カーをアピールしました。

市内7区

15カ所
に

配置！

市内7区

15カ所
に

配置！

ステージでは
さまざまなイベントが
開催されています!

市内7区

15カ所
に

配置！

データ収集と分析をするダッシュボードの機能を
使い、ロッカーの使用に応じてWEBサイト上の地図
にアイコンやCO2の削減量がグラフで表示される
など、結果が直感的に見える仕組みを作ることで
利用者のモチベーションの向上を図りました。

市民が市内の宅配便ロッカーでヤマト運輸の荷物を受け取ると、
川崎ゆかりの特典に応募することができるキャンペーンを行い、
宅配便ロッカーの利用を促進しました。

川崎区（川崎ルフロン） 幸区（ラゾーナ川崎プラザ） 中原区（JR武蔵小杉駅）

宮前区（いなげや川崎土橋店）高津区（東急ストア溝の口店） 多摩区（多摩区役所） 麻生区（ヤマト運輸川崎麻生営業所）

日時：2024年11月9日［土］  会場：溝口駅前キラリデッキステージ

͔͜͜ΒະདྷϓϩδΣΫτ
溝口駅前キラリデッキに音楽やダンスなどを「見て・感じて・楽しめる」憩いのスペースを創出

期間：2024年6月17日～8月31日  
内容：宅配便ロッカー（PUDO）のラッピング、川崎ゆかりの特典が当たるキャンペーン、効果の見える化（ダッシュボード）など
実施主体：ヤマト運輸、PackcityJapan、富士通、川崎市市制100周年記念事業・全国都市緑化かわさきフェア実行委員会

͔Θ͖͞୤୸ૉϓϩδΣΫτ
一人一人が環境に良いアクションを起こす文化や新しいライフスタイルの形成を目指して

排出量の削減を目指す取組を実施しました。

脱炭素をPRする
ファッション

ショー

幻想的な
雰囲気の
夜のライブ
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